
主催者挨拶 １４：００～１４：０５

国土交通省国土審議会
北海道開発分科会特別委員 矢ケ崎 紀子 氏

（東京女子大学副学長 現代教養学部国際社会学科 教授）

（株）IWANAI  UNITED 代表

民宿「きのえ荘」女将
しりべし女子会（しり女）会長

主 催：国土交通省北海道局／北海道開発局 ※参加を希望される方は、裏面の参加方法をご覧ください。

W E B 配 信

池本 美紀 氏

目黒 沙弥 氏

【会場】
ホテルカルチャーヴィレッジ泊
からＷEB配信（Zoomウェビナー）９/1３(火）

令和４年

13:30～15:30
（WEB開場 13:15予定）

参加
無料

主催者挨拶 13:30～13:35

世界水準の観光地の形成について 13:35～13:45

基調講演 13:45～14:05

パネルディスカッション 14:05～15:30

岩宇地域は、実は「ひとの幸」の宝庫です！豊富な海産物を使って新しい商品づくりに取り
組んでいる人、パウダースノーを売りに外国人富裕層向けのアクティビティを提供している人、
地域の文化・生活に住民との交流という付加価値を加えた体験を提供している人、と挙げれば
キリがないくらい魅力的な人がいっぱいです。

そんな岩宇地域が、持てるポテンシャルを最大限に活かして「世界水準の観光地」にステッ
プアップするために何をすべきなのでしょう。このセミナーでは、東京女子大学教授 矢ケ崎紀
子先生をお招きし、岩宇地域の方々と一緒に考えます。ぜひ皆様もご参加下さい。

・観光地域づくりにおける
連携の重要性

【コーディネーター】 国土交通省国土審議会
北海道開発分科会特別委員 矢ケ崎 紀子 氏

（東京女子大学副学長 現代教養学部国際社会学科 教授）

【パネリスト】

出典：岩内観光協会 HP 出典：共和町 HP



プロフィール

講師・コーディネーター

東京女子大学 副学長 現代教養学部国際社会学科 教授
やがさき のりこ

矢ケ崎 紀子 氏

羽幌町出身。株式会社住友銀行、株式会社日本総合研究所を経て、2006年九州大学大学院
法学府政治学専攻修了。2008年から2年6か月、国土交通省観光庁参事官（観光経済担当）を
務める。首都大学東京都市環境学部特任准教授などを経て、2014年より東洋大学国際観光学
部准教授、2018年から同教授、2019年から現職。国土交通省国土審議会北海道開発分科会
特別委員、農林水産省「食と農の景勝地」検討委員会委員をはじめ、数多くの審議会等委員
に就任されている。専門分野は観光政策論及び観光産業論。

事例発表者

参加申込方法 本セミナーは事前登録が必要です。以下URLから事前登録をお願いします。
登録時にはお名前、ご所属、メールアドレス等をご入力いただきます。
前日までに、ご登録いただいたメールアドレスに参加用URLを送付します。

※上記URLでの申込みが出来ない場合は、左枠内
の事項を任意の用紙に記入し、ＦＡＸを送信下
さい。

※「＠zoom.us」からの招待メールを受け取る
ことができるメールアドレスをご記入ください。

※いただいた個人情報につきましては、本セミ
ナーの開催に伴う事務手続に限り使用いたします。

民宿「きのえ荘」女将
しりべし女子会（しり女）会長
いけもと みき

池本 美紀 氏
・神恵内村生まれ。北海道銀行岩内支店勤務を経て、結婚と同時に、「民宿きのえ荘」を神恵内
村に開業。

・女将として民宿を切り盛りする傍ら、「しりべし女子会」を設立し、後志の魅力創出と情報発
信を続けている 。

・「神恵内村魅力創造研究会」の事務局長も務め「しりべし未来ネットワーク」にも所属

お申込期限：令和４年９月８日（木）
お問合せ先：北海道開発局開発監理部開発連携推進課

中（なか）、佐藤（さとう）
ＴＥＬ：０１１－７０９－２３１１（内線5441、5434） ／ ＦＡＸ：０１１－７４６－１０３２

( 参加申込 記入事項）

●氏名 _
●メールアドレス(必須) _ 
●市区町村 _
●会社名/学校名 _
●役職 _ 

パネリスト

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_mAtCdiUnQxue0CpZflI5hQ★参加申込みURL

（株）IWANAI UNITED 代表
めぐろ さや

目黒 沙弥 氏
・札幌出身。IWANAI RESORTセールスマネージャーを経て独立。
・気に入った国を見つけ、そこに住むことを目的に、世界一周を二度経験。 帰国後に訪れた岩内

の自然の素晴らしさ、食の豊富さ、人の温かさに惚れ込み、岩宇、後志地域内の旅行企画を中心
に、言語サポートやこの地を案内するトラベルエージェントIWANAI UNITEDを設立。

・観光のために特別な何かを作り出すのではなく、眠っている（地元の人が当たり前すぎて気付か
ない）元々ある財産に「交流」という付加価値を付けた上でその魅力を旅人の目線で発信するべ
く、岩内、ひいては北海道を盛り上げようと奮闘中。


